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平
成
26
年
11
月
11
日
、
美
浦

村
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
県

南
４
町
村
（
阿
見
町
・
河
内
町
・

利
根
町
・
美
浦
村
）
が
一
堂
に

会
し
、
県
南
町
村
議
会
議
員
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
地
方
自
治
の

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
大

会
に
お
い
て
は
、
13
項
目
の
大

会
決
議
を
全
員
一
致
で
採
択
し

ま
し
た
。

　

続
く
講
演
会
で
は
、
民
族
研

究
家
・
結
城
登
美
雄
先
生
を
迎

え
、「
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
」

と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り

に
お
い
て
、
何
が
大
切
な
の
か
、

ま
た
、
ど
う
い
う
視
点
で
進
め

　

て
い
く
の
か
が
各
自
治
体
で
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
演
で
は
、
地
域
づ
く

り
の
原
点
「
地
域
と
は
家
族
の

集
ま
り
」
か
ら
始
ま
り
、
小
さ

な
村
か
ら
自
治
町
村
へ
と
変
化

し
た
中
で
の
問
題
点
等
か
ら
、

「
地
域
づ
く
り
」
は
同
じ
「
願

い
」・「
悩
み
」
を
持
つ
個
人
と

家
族
が
協
力
し
て
、
「
み
ん
な

の
力
」
で
実
現
、
解
決
に
当
た

る
と
い
う
こ
と
の
詳
細
な
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

本
村
で
も
特
色
あ
る
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
の
講
演
を
参
考

に
実
行
に
移
せ
る
も
の
か
ら
、

一
つ
ず
つ
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

来
庁
議
会

　

宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
議
会

　

（
平
成
26
年
10
月
20
日　

７
名
）

　

島
根
県
安
来
市
議
会

　

（
平
成
27
年
１
月
21
日　

９
名
）

　

本
村
議
会
で
は
、
平
成
25
年

６
月
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導

入
し
、
利
活
用
の
幅
を
広
げ
る

た
め
協
議
し
て
き
ま
し
た
。
平

成
26
年
６
月
定
例
会
よ
り
、
資

料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る

費
用
削
減
を
目
指
し
、
議
会
の

電
子
会
議
の
運
用
も
開
始
し
ま

し
た
。

　

議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
導
入
は
、
県
内
で
は
初
め
て

の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。
そ

の
こ
と
が
、
全
国
各
地
に
発
信

さ
れ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
運

用
に
関
す
る
視
察
研
修
が
相
次

い
で
い
ま
す
。

　

視
察
に
来
ら
れ
た
議
員
は
、

本
村
議
会
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

導
入
に
至
っ
た
経
緯
の
説
明
に

聞
き
入
り
、
そ
の
後
質
疑
応
答

で
は
、
議
会
へ
の
導
入
で
苦
労

し
た
点
等
具
体
的
な
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

　

本
村
議
会
も
今
後
、
視
察
受

け
入
れ
の
際
に
出
た
意
見
を
参

考
に
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

有
効
活
用
を
協
議
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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